
 

 

 

新
規
就
農
者
の
紹
介 

栁 や
な

瀬 ぜ 

厚
あ
つ
し 

さ
ん
（
田
主
丸
町
・
25
歳
） 

 
 

農
業
系
の
大
学
を
卒
業
後
、
22
歳
で
就
農

し
、
4
年
目
に
な
り
ま
す
。
家
族
（
父
、
母
、

弟
）
で
米
麦
を
中
心
に
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ホ
ウ

レ
ン
草
な
ど
の
露
地
野
菜
も
栽
培
し
て
い
ま

す
。
田
植
え
等
の
農
繁
期
に
は
、
知
人
や
近
所

の
方
と
協
力
し
合
っ
て
作
業
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
数
年
、
農
薬
や
肥
料
な
ど
の
資
材
費

や
、
農
機
具
が
値
上
が
り
し
、
農
業
経
営
に
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
ま

た
食
べ
た
い
と
思
わ
れ
る
お
米
を
作
り
、
「
お
米

の
魅
力
」を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。  

ま
た
、
私
た
ち
若
い
農
家
が
頑
張
っ
て
、
「
農

業
は
魅
力
あ
る
仕
事
だ
」
と
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。 
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両
親
の
農
業
に
対
す
る
姿
勢
を
、
小
さ
い
頃
か
ら

見
て
こ
ら
れ
、
厚
君
か
ら
も
農
業
に
対
す
る
熱
意

が
伝
わ
り
ま
し
た
。
消
費
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

農
作
物
を
今
後
も
生
産
し
て
い
か
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。 

永松
ながまつ

 和行
かずゆき

委員 

 



久留米市農業委員会だより 

 

4 

☆
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た 

 
 

農
業
委
員
会
で
は
、
8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
久
留
米
市
内 

の
農
地
の
利
用
状
況
調
査
（農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
ま
し
た
。 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
遊
休
農
地
の
実
態
を
把
握
し
、
早
期
発
見 

に
よ
り
、
草
刈
り
や
除
草
な
ど
の
解
消
指
導
を
行
う
こ
と
を 

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

☆
農
地
の
適
正
な
管
理
に
ご
協
力
を 

 
 

農
地
は
、
食
料
の
生
産
基
盤
で
す
。
環
境
保
全
や
地
域
社
会

の
形
成
・
維
持
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
、
地
域

の
貴
重
な
財
産
で
す
。 

 
 

近
年
、
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
耕
作
さ
れ

な
く
な
っ
た
り
荒
れ
た
り
し
て
、
貸
し
借
り
に
つ
な
が
ら
な
い

な
ど
、
遊
休
農
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

農
地
が
適
正
に
管
理
さ
れ
な
い
と
、
雑
草
や
雑
木
が
繁
茂
し
、

害
虫
の
発
生
や
ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど
を
招
く
原
因
に
な
り
ま

す
。
農
地
の
所
有
者
は
、
定
期
的
に
耕
起
や
草
刈
り
な
ど
の
適

切
な
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
任
の
ご
挨
拶 

 

 

皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
久
留
米
市
農

業
委
員
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
３
年
ぶ
り
の
改
選
を
迎
え
て

7
月
20
日
に
農
業
委
員
24
名
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
29
名
の
計
53
名
に
よ
る

新
体
制
が
発
足
し
ま
し
た
。 

 

久
留
米
市
は
九
州
一
の
大
河
筑
後
川
に

育
ま
れ
た
筑
後
平
野
の
肥
沃
な
大
地
の
も

と
先
人
達
か
ら
の
英
知
と
不
断
の
努
力
に

よ
り
多
種
多
様
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て

お
り
、
県
内
最
大
で
全
国
で
も
有
数
の
農
業

産
出
額
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
に
よ
り
、
離
農
す
る
農
家
が
増

え
、
遊
休
農
地
の
解
消
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
は
、
農
家
の
代
表
と
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
幅
広
い
活
動
に
取
り
組
み
、
農
家
の

皆
様
と
連
携
を
図
り
、
地
域
農
業
の
発
展
に

一
層
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

久
留
米
市
農
業
委
員
会 

 
 

 
 

 

会
長 

日
比
生 

和
雄 

 

 

 

☆
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金
で
す
。 

・安
全
安
心
な
「積
立
方
式
・確
定
拠
出
型
」 

☆
終
身
年
金
で
８０
歳
ま
で
の
保
証
付
き
。 

・終
身
年
金
だ
か
ら
、
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
て
も 

「死
亡
一
時
金
」の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

発
行
：
久
留
米
市
農
業
委
員
会
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な
お
、
調
査
の
結
果
、
遊
休
農
地
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
所
有
者
等
に
対

し
て
、
今
後
の
農
地
の
利
用
（
自
ら
耕
作

さ
れ
る
か
、
所
有
権
の
移
転
ま
た
は
、
貸

借
権
を
設
定
す
る
な
ど
）
に
つ
い
て
の
意

向
を
調
査
し
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

農
業
者
年
金
で 

老
後
の
生
活
を
安
心
サ
ポ
ー
ト 

 

☆
農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
に
は 

① 

60
歳
未
満 

② 

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者 

③ 

年
間
60
日
以
上
の
農
業
従
事 

こ
の
３
つ
を
満
た
せ
ば
誰
で
も
加
入
出
来
ま
す
。 

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ 

２ 

 
☆
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
！ 

・
保
険
料
全
額
が
社
会
保
険
料
の
対
象
に
な
り
、

所
得
税
や
住
民
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

☆
最
長
20
年
間
の
保
険
料
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す 

 
 

・
補
助
を
受
け
る
に
は 

① 

３９
歳
ま
で
に
加
入
す
る
こ
と 

② 

農
業
所
得
が
900
万
円
以
下
の
方 

③ 

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
な
ど 

こ
の
３
つ
を
満
た
せ
ば
、
補
助
が 

受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ 

１ 

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ 

３ 

詳しくは、農業委員会事務

局までお尋ねください。 
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（写真・名前） 


